











「デザイ ン理論 」に東 海道新幹線電車が と りあげられたのは,い わゆ る 黙夢
の超特急"と しての トピック的 な関心 と,新 しい技術の結実 であ る新幹線電 車
の設計は(主 としてデザイ ン),ど のよ うな経緯 を経て なされたのか とい うデ
ザ イナー としての興 味 と参考 とか らであろ うと推測 され る。
従 って,industr三aldesignからexterior,interiorさらにcolorschemeにお
よぶデザ イン ・ホ リシーを経糸 とし,一 般 的な解説 を緯糸 として,新 幹線電車
を展望 してみ るこ とにす る。
.★ 新幹線電車 はど うして生まれたか
日本経済の高度発展 とス ピー デ ィな ビジネス とは,現 在 の国鉄東海道線 の輸
送量 とス ピー ドを もって しては,今 やその限界に あ り,こ の解決策 として は増
線以外 にな く,現 在線 と併行 の増線案,狭 軌 別線案,軌 間 を変 えた別線案 な
ど,種 々検討 の結 果,軌 間を広 くした(標 凖軌 問)新 線 を建設す ることにな
り,日 本 の鉄道技術 を結集 して画期的な超高速列車 を走 らせ るようにな った。
★ 鉄道斜陽説 と近代輸送思潮
しか し現代 の輸 送機関 と して,果 して鉄道車両が適切か どうかは,多 くの問






わが国で も,特急客車(あ さかぜ),特 急電車(こ だま),特急気動車(は
っか り)など,鉄道近代化に成功 している。
近時大都市 とその周辺の通勤輸送は,地下鉄網 と各私鉄の地下相互乗 り入れ
などによ り大輸送の総合対策が具体化の域に入っている。しかもこれらの電車
は,高加減速の長大編成化の傾向にある。










(新幹線電車の高架の脚柱が細いのにお気づ きのことと思 う。 これは軌道建
設費の尨大な節減になる)
・ 簡単に折返 し運転ができて,車両の利用効率が高 くなる。
。200km/hの高速度からブレーキをかけるには,電気ブレーキによるのが合
理的であって,そ れには各軸に主電動機 を持 った電車列車が最適である。
。 動力が分散 されているので,故 障の場合で も運転に支障をきたさない。
なお200km/h程度の高速運転になると,従来の特急電車の約4倍 の大 きな
一23一
動力 を要す るので,在 来 の直流1500Vの 電化方式 では集電 々流が大 きくな っ
て,パ ンタグ ラフの集電が 問題 とな り,直 流3000Vの 電化で も,絶 縁 を一段
と高 くせねばな らず,さ らに架線 が重 くな り変電所 も多 く要す る ことにな るの





電車方式一2両1ユ ニ ッ ト,全 電動車式
12両編成(将 来 は16両)
運転方式一 自動列車制御装置(ATC)













編.成3図 ・72、.',1(車 内.配 置)
7号車 と8号車が1等 車,5号 車 と9号車に車両の約半分が ビュッフェ,そ
の他はすべて2等 車になっている。











CTC装置 を設 けて,列車運転の安全 と輸送の向上がはか られている。






自動的に行なわれるので,ATC装 置は列車 の 安全運転には特 に 重要な様器
で,主要な部品は二重に,さ らに重要な部分は三台の装置がはたらいて,部 品
の故障に対 して も万全の配慮がなされ,信 頼度の高いものである。
また車両には,東京駅に設けられた申央指令所か ら集中制御きれる列車集中
制御装置(CTC)と 関連する様器,た とえば停車場に進入するときの列車の






台車(走 り装置)は,理 論的な研究と各種の試験の結果,蛇 行動を防止する










ずしもデラックスなものではなく,性能を重点に高速 ・自動化 ・安全を期 し,
経済性に立脚 した実用車両である。
従って.デ ザインも質的に現在の特急電車 と同 レベルの ものときれた。 しか
し 儚 の超特急"な どと喧伝 きれて,一般の期待 も大きいので,デ ザインでは
その夢 をこわさないように,ビ ジネスライクではあるが外見的な豪華きが意企
されている。
★ 設 計 過 程
新幹線電車の基本設計について,国 鉄からの諮問に対 し車両会社(5社)か
らフリーな提案がなきれ,こ れを参考に国鉄で種々検討 きれ て 骨子がまとま
へ 第1回 の設計会議が開かれたのは36年の初 めであった。
一方,車体の幅が3.38m長きが25mといった大きな軽量車両の強度 ・剛性
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についてはデー タ もないので,国 鉄 において試 験用の鋼 体が製作 され荷重試験
が行なわれた。 その他 に も,種 々の試 験や実験 が,国 鉄 の技術研究所 で精密 に
な された。
さ らに車体 ・走 り装置 ・電 空機器 ・ATC装 置 ・CTC装置 な ど,各 部門毎
に それぞれ国鉄 の基本計画 に従 って,関 係 メー カーの技術陣が参画 して数次 に




設計の具体 的な進 展に と もな って,ア ウ トラインが固ま った頃に1・D・G
が,特 にインテ リヤ ・デザイ ン,色 彩計画な どにっいて設計 にタッチ した。
このグルー フ゜は,国 鉄の設 計 ・計画 の各 チー フを中心 に,設 計担 当者 な らび
に車両製作 会社 のデザ イン関係者 に,適 宜 その他の関係 者やエキス ーパー トも
参加 して,デ ザ インに関 してディスカスす る もので,新 幹線電車の唯一の デザ
イン ・セクシ ョンで あった。
室 内の色彩計画 にあた って は,フ リー ・トー キングか ら始 めて計画 の方向 と
基調 を きめ,そ れ によって画かれた室 内カラー ・スキー ムの透視図 を中心 に,
パネル ・カーテン ・腰掛表地 ・床敷材 な どの現 品見本に よってマテ リアルの選
定 を行 い,透 視図 を最終的 に修正 し簡単 なモ ックァ ッフ゜ も作 って,グ ルー フ゜ で
審議 し成案 を得 た。
腰掛 は一応最終案 によって試作 きれた ものを,人 闇工学研究委員会 の メンバ
ーによ って人 間工学 的な面 か ら再検討 を加 え,さ らに修.正されて決定 された も
のであ る。
室内全具 のデザ イン も,外 部 の専門家や この グルー フ゜の メンバーの デザ イン





必要以上に車体を高 くせず,屋 根上には空気調和装置のユニットを取付 け軽合
金製のカバーでおおい,車体側面に対する風圧 ・車体強度の合理性などか ら,
車体の断面形状は樽形になって空気抵抗に対 して も十分考慮 されている。
車 体 断 図 面














行なわれ,空気抵抗などの考察 もなきれ,単 に造形的な面だけでな く機能と生
産性の面か らもディスカスを重ね,現状に近い成案が得 られ,早 速原寸のモ ッ
クアップの製作 を経て試作車が造 られた。
試作車では,運 転室の前面 ガラスに,カ ーブガラスと平面ガラスの二種が試
用 されたが量産車では生産性から平面ガラスによる構成 となった。
外部色について も。模形 とともに各社か ら多 くの案が提出 されたが,国 鉄に
おいて各種関係者の意見 も聴 して現案の ものが選定 され,塗 り分けについては
試作車では2種 あったが,量 産車では窓部 とスカー ト部がブルーに塗 られた。
新幹線電車のように完全な立体交又の ものは,車両の前面に警戒色の必要 も
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素 も入 って くる。
また新幹線電車の前頭最先端にある直径1m程 の乳臼色の ア ク リルカバん
は,機能的には故障時に使用す る格納 された連結器のおおいになっている。試
作車では このカバ冖内に蛍光灯が取付けられ光 り前頭として計画 きれたが,量
産車では上記のように変更きれたけれど新幹線電車の シ ン ボ ルとして残され
たひ前照灯の光 りが もれてほんの りと明るくなるようになっている。














・2等車の基調をなして きた。その後製作 きれた新 しい特急電車のパーラーカ
ー ・食堂車 ・ビユッフェならびに特急客車では,フ リーな色彩計画がなされた




まとめ られ ることにな った。 これはまた ビジネ スライクに とい う基本 にそ った
ともいえる。 しか し腰 挂トの素地 の色 は別 に詳述 され るが,ブ ルー とグ レイのコ
ンビネー ションになっている。
1等室 内部 の色調 は,2等 室内部のよ うに特 に きま っていたわ けでな く,ま
た従来 の1等 車 の批判 もあま り芳 し くなか ったので,新 しく1,D.Gによ り計
画 きれる ことにな った。
1等室 ・2等 室内部 の カラースキームは下表の通 りで あるが,1等 車は修酸
アルマイ ト仕上 によ る金色 の仕切戸 と,yellow-brown系の配色 によ り
客室内部 の色彩 と材料 ・仕上
場 所 1等 車 2等 車 材 料
天 井 灰 臼 色(N8、5) アク リル樹脂 エナ メル焼付
仕 切 パ ネル







下部 ブラウ ン ・ジヤスペ リノ リ ュ ー ム
側 パ ネ ル


















金 色 銀 色 アルマイ ト仕上
腰 掛 表 地
ナ イ ロ ン ・フ リ ー ズ
モ ケ ッ ト(ゴ ー ル デ
ン ・イ エm)
ス パ ン ・ナ イ ロ ン ・
モ ケ ヅ ト(ベ ル シ ヤ
ン ブ ル ー と シ ル バ ー
グ レー)
一
腰 掲 脚 台 グ レ ー(N7) . ア ミノアル キ ッド樹
脂 エナメル
テー ブル表面薪 麟 各鱸1ζ蜘 ヱ繍 卜冖メラ ミン,プ ラス チック軽合金板
内 帯 ・押 面




GOLDENTONSと な り,こ れに対 して2等 室内は,硫 酸 アル マイ トによる
銀色仕上 の仕 切戸 にrosegreyのパ率ル ・blueとgreyの腰掛素地 で,
SILVERTONEに ま とめ られてい る。
ビユ ッフ ェは,現 在 の特急電車に凖 じたLAYOUTで,ス ペースが少 し広
くな って窓 側にFRP製 の 回転椅子が取付 けられ,新 たに色彩調節 がな され
た。衛生的な感覚 か ら調理部側 のパネルは,cool・blueとし,カ ウンターの ト
ップボー ドの色(5号 車はバー ミリオン ・9号 車 は黒)を ベースに して,下 表
のよ うに2案 が提案 され,国 鉄 で最終的に検討 されたが,A案 は5号 車 にB
案が9号 車 に適用 され るこ とにな った。
ビユ ッフエ内部 の色彩 と材料 ・仕上
場 所 5号 車ig号 車 材 料 ・仕 上




仕 切 上 部
パ ネ ル




側 パ ネ ル グレー,ソ ー ラ トー ン模様D-7120S 〃












ク リ ー ム 色(2.5Y7.8/1.5)H-055 〃
A棚 内 磊 ク ー ル ・ブ ル ー(10B8.5/2)




ブ ル ー ビニル床敷材
仕 切 引 戸 銀 色
軽合金板アルマイ
ト仕上
サ ー ビ ス 機 器 ク ー ル ・ブ ル ー(10B8.5/2)
巻上 カ ー テ ン グリーンと臼の継縞模様
塩 化 ビニ リデ ン
(サランNa161)
回 転 椅 子
1
ブ ル ー と ク リー ム






バ ー ミ リオ ン 黒
電 話 室 扉
1
ス モ ー ク ・グ リー ン 硬質塩化 ビニル板
一33一
★ 化 粧 室
大便所2,小 便 所1,洗 面所2が,2両 に対 して1ケ 所にま とめ られて い
る。 この部 分のパネルは,従 来使用 されていた グ レーの ク リスタル模様の メラ
ミンプラスチ ックの化粧 板が 明 るいグ レーの コ ル ク 模様の ものに一変 して い
る。洗面所 はそれぞれ通路部 とはカーテンで仕切 られ るが,こ の カーテンは一
方が チャコールグ レー他方がmズ グ レー にな ってい る。 これは殿方用 ・婦人
用 を暗示 している ともいえる。
この部 に側窓 が設 け られていないのは,車 体の気 密効 果 を良好 にす るた めで
もある。
★ その他 の室 内金具 ・設備品 など
空気 調和 のユ ニ ッ トが屋根上 に取付 け られ天 井には冷 暖気 の吐出 口 と換気 口
が中央部に一段 下 って配列 されてい るが,天 井か ら突出 しているので多少圧迫
感が意識 される。
天井灯 グローブのフ レームは極端に シンプル化 し,グ ローブの継 目には 目ざ
わ りなわ くは設 けず,長 手方 向にアク リルの臼い面 とグレーのわ くの細い線が
強調 され,す っ きりとしたデザ インにな ってい る。
荷物棚 はパイプ形式の もので,そ の ブラケ ッ トは特別 に専 門デザ イナーに依
嘱 された もので ある。従来の特急電車の ものは厚 さIOmmのシンプルな形状 の
軽 合金鋳物 であったが,厚 くて鈍重なので2層 に して軽快 に した との ことで あ
る。
その下 に取付 け られて ある帽子挂1は,この荷棚受 の形状 に関連 して新にデザ
イ ンされた。
これ らの シンプルで直 截な感覚 は,引 戸錠開戸錠 の把手 のデザ インに も生 か
されている。2等 車の ものは軽合金鋳物 のアルマイ ト仕上で ドアー とそ ろえ,
1等車 の ものは金色の ドァーに対比 して,同 じもの を金色 アル マ イ ト仕上 に
し,表 面中央に黒い樹脂 をは めて アクセ ン トに している。 しか し金色 アルマ イ
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トの仕上が材質 によ り一様化せず,ま たその仕上色が金 ピカで好 ま しくないの
で,全 体 を黒色 アル マイ ト仕上に変更 された。
☆ 腰 掛
鏐、道車両の腰掛は,す わ り心地が よ くない とか,す ぐ疲れ るな どと言 われ る
が,今 までは等級 による定員数な ど営業的 な制約か ら,改 善 は設計的 にむつか
しか った。 この新幹線電車 においては,一 応 旧来 の固定 的なわ くか ら外れてし
負ぼに も十分審議 され た。
1等車の片側2人 掛の2列4人 の リクライニング ・シー トは 早 くきま った
が,2等 車 にっい ては,通 路 をはさんでそれぞれ2人 掛 の1列4人 と,2人 と
3人の1列5人,さ らに一方向の固定,向 い合 い固定腰揖,転 換式,タ ㌘ンオ
ーバー式 ・FRP製 な ど数種の腰掛が設計 きれ,試 作車6両 には異 った形式 の
腰掛が取付 られた。 そ して最終 的に量産車で は2人 掛 ・3人 掛の一方 向 き転換
腰掛 に決定 された。
◎1等 用 リクライニ ング ・シー ト
構造的には従来 の リクライニ ング ・シー トと大 きな差異 はないが,人 間工学
的なディス カス とデザ イン ・ポ リシがな された。 まつ人間工学的 には,千 葉大
の小原教授の提唱 きれてい る最終安定姿勢 にお ける体圧分布,X線 によ る考察
な どによ り多角的 な検討がな きれ,デ ザイ ン的 には引 出式 テー ブル を格納す る
アー ムレス ト,乗 客 の自由に使用で きる枕 な ど,軽 量 ・生産性 とあわせて ポ リ
シされた ものであ る。
これ らのデザ インは,国 鉄の設計 関係者 を中心 に して,車 両用腰掛 メーカー
の設計者 らに,1.D.Gな らびに人 間工学研究委員会 の意見 も加味 されてま と
め られた ものであ る。
腰掛 の表 地は ブラウン系の フ リーズ ・モ ケ ッ トで,軽 合金鋳物 アルマイ ト仕









ので,固定の肘かけが設けられて,は っきり区画 されることになった。背す り





腰掛背す りの通路側の隅には,歩行者のつかみ もかねて,背す りを転換す る
際に握る把手が取付けられているが,他 の室内金具にマッチした直截的なデザ
インの ものであるσ
この腰斟は,乗車時間の短いことを前提 として,機 能的にはミニマムな もの
になっているが,き びしい軽一量構造による設計 ・工作は十分に検討 された もの
である。
*LETTERING
客電車の内外には種々な標記 ・標示がある。 これには乗客に対する標示 もあ
るが,業 務用の もの も多い。そしてこれ らの記号 ・文字 ・数字は,書体 も大小
さまざまで正に雑多であった。
新幹線電車では,こ れらの標記に対 して も統一 した思想のもとにまとめ,車
両の形式 ・番号を示す標記以外の業務用の ものは殆んどなく,この形式番号す
ら最小のものが片すみに取付けられているにすぎない。他の標記はすべて乗客
に対するもので,こ れ も分 りきった ものは略 されている。
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とれ らの文字 ・数字は隅丸の角ゴシック体で,駅 やその他における他の標示
も,書体 ・様式 ・色彩が統一 されたものになると聞いている。
あ と が き
戦後はじめて編成電車列車 として,湘 南電車がデビューして以来,狭 軌でL
界最高速度を記録 した 《 こだま形特急電車》 に続いて,遂 に現在の鉄道技術
の最高 レベルをゆく新幹線電車が日本の技術のもとに生まれた。
ハイ ・アングルの新しい東海道を時には高速道路 とも交錯 し,アイボリーに
ブルーの色帯として疾走する12両編成の新幹線電車は,やがて山陽道にも延び
てゆくであろうし,必要に応じて新 しい装いの車種 も製作きれ る こ と であろ
う。
この新幹線電車は,現 在の鉄道車両の技術を基盤 としたものとしては,一応
その極に達 したかのように も思われるが,人 問の叡智が創造する技術の限 りな
い発展は,新 しい高次の世界を開発 してゆくことと思 う。
電子工業の進歩は,完 全な安全 ・自動運転を可能にし,高分子など新材料の
開発は,車体構造に,イ ンテ リヤに未知の分野を展開 して くれるだろう。
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